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１．はじめに 

経年劣化した既存の鉄筋コンクリート（RC）構造

物の補修や補強を計画，施工する場合，構造物が保

有する構造性能を正確に評価することが求められる．

しかしながら，RC 構造物には，アルカリ骨材反応や

乾燥収縮，膨張材の膨張などの体積変化が原因とな

り，鉄筋やコンクリートに内部ひずみが生じている．

そのため，正確に構造性能を評価するにはその内部

ひずみの考慮が必要である．著者らはこれまでにコ

ア削孔による解放ひずみの測定手法の開発を目的に

一軸拘束状態に置いた鋼製型枠の拘束供試体を用い

て検討した 1),2)．その結果，埋込みセンサを用いた

内部ひずみ測定法で安定した解放ひずみが得られた．  

本研究は埋込みセンサを用いた測定法をRC構造物

に適用することを目的とした．これまでの鋼製型枠

に代えて合板型枠と異形鉄筋を用いて鉄筋の直径や

段数をパラメータに拘束膨張実験およびコア削孔実

験を行った．  

本研究のフローを図-1 に示す．研究では，拘束膨

張実験の鉄筋ひずみから算出した拘束ひずみとコア

削孔実験から得た解放ひずみを比較した． 

2．膨張コンクリートの拘束膨張実験 

(1)拘束供試体の製作 

図-2 は拘束供試体の合板型枠と異形鉄筋である．

合板型枠内に異形鉄筋を配筋することで拘束条件下

に置いた供試体である．合板型枠の内側寸法は 270

×270×150mm とした．鉄筋間隔を 150×150mm，曲げ

内半径を 35mm とした．二段配筋の場合は底面からの

鉄筋の配置高さを 50mm と 100mm，一段配筋の場合は

75mm とした. 

(2)実験方法 

拘束膨張実験では膨張コンクリート（早強ポルト

ランドセメント，膨張材量 40kg/m³）を合板型枠内に

打込み，鉄筋の 4 箇所または 8 箇所に貼り付けたひ

ずみゲージで鉄筋ひずみを 1 時間間隔で計測した．

実験では，表-1に示すように鉄筋径をD10，D13，D16，

鉄筋の形状を正方形,直線配筋，段数を一段，二段，

間隔を 150mm，200mm に変えることで，合計で 7ケー

スを実施し，鉄筋ひずみや拘束ひずみに与える影響

を検討した． 

表-1 実験ケースと実験結果 

 

図-1 研究フロー 

  
図-2 合板型枠と埋込みセンサ 
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図-3 鉄筋ひずみと鉄筋比 

図-4 コア削孔ごとの解放ひずみ(ケース 6) 

図-5 拘束ひずみと解放ひずみ 
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(3)実験結果 

図-3 は鉄筋ひずみと鉄筋比の関係を示す（表-1）．

図中の曲線は鉄筋ひずみが鉄筋比に対して反比例す

る式である．ケース 1，2，3，6は鉄筋径を変えた同

一条件のケースであり，鉄筋径が大きくなると鉄筋

ひずみが小さくなった．鉄筋比がほぼ同じで配筋が

一段と二段のケース 1とケース 7を比較すると，ケ

ース 7の鉄筋ひずみがケース 1の鉄筋ひずみの半分

以下であることが分かる．これは，配筋が異なるこ

とで，ケース 7の鉄筋が受ける支圧力が小さかった

ためと考えた．ケース 2，3とケース 4，5を比較す

ると鉄筋の形状と間隔が変化すると鉄筋ひずみが小

さくなることが分かった．鉄筋が受ける支圧力がケ

ース 4，5で小さいためであると考えた． 

3．コア削孔実験 

(1)実験方法 

コア削孔実験では，材齢 7日，21 日で膨張させた

拘束供試体のコンクリート表面中央部に図-2 のよう

な直径 50mm のインナーコアを削孔し，埋込みセンサ

を設置後，直径 100mm のアウターコア削孔を材齢 14

日，28 日で行うことで埋設したセンサの解放ひずみ

や鉄筋ひずみを測定した．削孔深さ 150mm までグラ

フの各深さにおいて測定を行った． 

(2)実験結果 

図-4 はケース 6 のコア削孔深さとコンクリート内

部のひずみおよび鉄筋ひずみの関係を示す．グラフ

から上部と下部のひずみゲージともにひずみが解放

され，安定した解放ひずみを得ることができた．他

のケースでもおおよそ同じ傾向が見られ安定した解

放ひずみを得ることができた． 

図-5 に全 7 ケースの拘束ひずみと解放ひずみの関

係を示す．ケース 1 とケース 6 を除く 5 ケースの解

放ひずみは拘束ひずみとおおむね一致した．ケース 1

と 6 の解放ひずみは拘束ひずみより小さくなった．

この要因としてクリープや削孔時の不具合等が考え

られるが，明確となっていないため，今後，再実験

も含めて検討する．  

4．まとめ 

① 拘束膨張実験の結果から，鉄筋ひずみが鉄筋の形

状や間隔の影響を受けることが確認できた． 

② コア削孔実験の結果から，埋込みセンサで測定し

た解放ひずみは，合板型枠と異形鉄筋を用いた場

合でも安定した値を得ることができた． 
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